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令和３年度 第３回東郷町在宅医療・介護連携推進部会：議事録 

日時 令和 4年 1月 19日（水）14時 00分～16時 00分 

場所 東郷町役場３階 政策審議会室 

出席者 

委員 ※敬称略、順不同 

松浦誠司 医師（東名古屋東郷町医師会） 

岡松猛 歯科医師（愛豊歯科医師会東郷支部） 

福島美佐子 訪問看護師（東郷町訪問看護連絡協議会） 

後藤みほ 東郷町北部地域包括支援センター 

荒川和枝   東郷町南部地域包括支援センター東郷苑 

朝倉隆行   居宅サービス関係（メドック東郷） 

松山陽二   居宅介護支援事業所（介護支援もみの木） 

池田寛   有識者（豊明東郷医療介護サポートセンターかけはし） 

中村万季   訪問看護師（東郷町国民健康保険東郷診療所訪問看護ステーシ

ョン） 

松下紀夫   介護支援専門員（東郷町介護支援専門員連絡会） 

磯村淳子   訪問介護事業所（マリアンヌヘルパーステーション） 

久田智之   理学療法士（東郷町リハビリテーション連絡協議会） 

村井良則   オブザーバー（東名古屋医師会医療介護総合研究センターやま

びこ） 

欠席者 佐藤裕美   薬剤師（東郷町薬剤師会） 

傍聴者 なし 

事務局 
高齢者支援課長（進行） 

高齢者支援課職員 ２名 

議題 

１ あいさつ 

２ 報告事項 

 ⑴ 令和３年度医療・介護フェア最終確認 

 →変更して医療・介護フェア開催可否についての協議 

３ 議題 

⑴ 在宅医療・介護連携推進部会 今後取り組むこと 

⑵ 令和４年度医療・介護フェアについて 

４ その他 

配布資料 

次第 

資料１－１ 令和３年度医療・介護フェア最終確認 

資料１－２ 令和３年度医療・介護フェア タイムスケジュール（案） 

資料１－３ 医療・介護フェア 配置図（案） 

資料１－４ 医療・介護フェア 次第（案） 

資料１－５ 医療・介護フェア アンケート（案） 

資料１―６ 医療・介護フェア チラシ 

別紙    医療・介護フェア パネル 
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資料２－１ 在宅医療・介護連携推進のために取り組めそうなこと 

資料２－２ 在宅医療・介護連携推進部会 今後取り組むこと 

資料３－１ 令和４年度医療・介護フェア（案） 
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１ あいさつ（部会長） 

 

２ 報告事項 

（１）令和３年度医療・介護フェアの実施について 

 →変更して医療・介護フェア開催可否についての協議 

●新型コロナウイルスの感染が拡大しており、住民を 100人規模で集めることは中止すること

とする。 

●代替案として、フェアの申込者のうち希望者に展示資料を郵送することと、パネルを役場に

展示することとする。 

 

３ 議題 

（１）在宅医療・介護連携推進部会 今後取り組むこと 

 ●講演会等講師 

 ・各専門職へ依頼すれば講師を派遣することは可能であるが、特に周知はしていない。 

 ●多職種カンファレンス、ミーティングの参加 

 ・参加したほうが良いと思える土壌づくりが必要。 

 ・医療・介護分野はボランティアがまかり通る分野であるが、費用弁償も考えてはどうか。 

 ・地域の他職種と顔の見える関係が必要と思えるかどうか、個人で温度差が激しい。 

 ・困難事例の検討ではなく、当たり前にあるケースの後ろにある地域の課題をあぶりだす会

議。 

・個別ケースの検討とは目的が違う。カンファレンスの目的が共有できていないのではない

か。 

 ●チラシ・パンフレットの作成 

 ・専門職向けではなく、住民向け冊子の見直しについて、部会委員の中から作成委員会を立ち

上げ、今後検討する。 

 ●文化産業まつりでの周知 

 ・健康な方が参加するため、景品がないと寄ってもらえない。 

 ・周知は医療・介護フェアで十分。 

 ・文化産業まつりでのアプローチは各職能団体で考える。 

 ●専門職が地域に出向く 

 ・地域ケア個別会議を開催することで地域と専門職がつながることができる。 

 ●新たなツールを作る 

 ・「救急安心カード」のように、冷蔵庫に貼って支援者を確認できる「私の在宅サービスチー

ムカード」を作成してはどうか。 

 ・救急安心カードに内容を追加するとなると尾三地区の市、尾三消防と調整が必要になる。 

 

（２）令和４年度在宅医療・介護連携推進部会 医療・介護フェアについて 

 ●今年度中止になった映画会を行う。ただし、再度中止にならないように代替案も考える。 

●ブースを出す準備をしつつ、パネル展示に代替可能なように準備を進める。 
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 ・愛知県認知症希望大使の講演会も聞いてみたい。 

 

４ その他 

 ●次回の部会は来年度を予定。 

以上 


